
プログラム様式

メッセージ

幼児 46 人 ／ 支援者 人

森･社寺
林･公園

山・里
山

川 湖･池
田畑･
野原

園庭･
公園

・スタート、ゴールが分かるようにロープをつける（タフロープ）

・カラ―布テープ（木に貼る目印）

・自然物を置く布

対象年齢 年長　5歳児

実施可能時期

ね
ら
い

木は木の実や葉っぱなど多様なもので成り立って生きていることに気づこう

発見・体
感

できるこ
と

・自然物が楽しい遊び道具になることを知ろう
・見たり、探したりすることの楽しさを知ろう

参加者のめやす

実施時間 30分

フィールド

プログラム名
森のうんどうかい

時　間 活　動 配慮･アドバイス･アレンジ

【園や家庭へ帰ってから】
・自然物を使った遊びを発信する。（ドングリケーキ遊び、ドングリの処理の仕方、葉っぱで
ウサギをつくるなど）
・保育室に木を作ってみて、自然物を拾って貼りつける。
・子ども自身が木に触れる遊びを考えてやってみる。
・園庭や近隣の公園で、ドングリなどの木の実を拾い、比較して遊ぶ。
・園庭の葉っぱや木の実を拾うリレーをする。

【家庭で】
・親子で木に隠れるかくれんぼをする。

準備物・
教材等

自然を感じる
ためのヒント

時　間 活　動 配慮･アドバイス･アレンジ

０：００

０：０５

０：１５

○散策

○木にタッチしに行く

○リレーのルールを聞く
○リレーをする
　①自然物をバトンにする
　　※10グループあるので
　　　10種類
　②3つ見つけてくる
　　（違うもの）
　　・葉っぱ
　　・おまかせ
　　・おまかせ
　　見つけたら次の人に
　　タッチ
　　見つけてきた物は、
　　決めた所に置く
　③木の実を葉っぱに載せ
　　次の人に渡す
　　※間隔をあけて並んで
　　　おく
　☆アンカーは帽子の色を
　　変える

・子どものつぶやきをひろう。
・リレーにつながるようにする。
　（木の実を葉に載せるなど）

・木にタッチをするかけっこをする。
　（保育者が木に隠れて、子どもが見つけに行
く）
・木に抱き着いて登ってみる。

・リレー開始
　・10グループに分かれるよう伝える。
　・ルール説明（① ② ③始める前に簡単に）
　・アンカーには帽子を変えてもらうように
　　伝える。
　・③の時は、バケツリレーのようにするの
で、
　　間隔をあけて並べるようにする。
　・1番をしっかり見ておき伝える。
　・②のアレンジ：葉っぱを5枚集めて来る。

スタート、ゴール

自然物を置く布

ロープ

赤色と黄

色の葉っ

ぱを拾っ

たよ。き

れいだね。

ウォーミングアップの遊

び。木にタッチしてみよ

う。ヨーイドン！

葉っぱと自然のもの2つを

拾って、木にタッチして、

次の人に交代。「何拾おう

かなぁ～」「どんなのある

拾った葉っぱや木の実、石、枝などは、

布の上に置くよ。どんなのを拾って来

たのかな。みんなが拾ったのが、良く

分かるよ。


